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前期中等教育段階における「生物の多様性」の
取り扱いに関する比較分析
－アメリカ、オーストリア、日本の場合－
田牧　愛（岡山大学大学院教育学研究科）　田中・賢二（岡山大学教育学部）
学習指導要領と教科書を手がかりに、アメリカ、オーストリア、日本の前期中等教育段階において、
「生物の多様性」がどのように扱われているのかを比較検討した。 示されている生物については、総数
はオーストリアが最も多いものの、種類の偏りは3国とも類似していた。 また、想定されている学習の
内容・方法は、3国とも「遺伝子・種・生態系の多様性」に関する内容があるものの、扱いに大きな偏
りがあった。 「生物の多様性」の扱われ方が大きく変化していく可能性を秘めている。
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Lはじめに
1992年の地球サミットにおいて「生物多様性
条約（生物の多様性に関する条約）」1）が採択さ
れ、近年多くの国が様々な努力を重ねている。 日
本も1995年に「生物多様性国家戦略」を、更に、
2002年には「新生物多様性国家戦略」を決定し
た。この中で学校教育における環境教育の推進が
謳われており、「生物の多様性」に関わ． る理科教
育の現状を把握し可能性を探ることは、緊要なも
のとなっている。
生物多様性条約における「生物の多様性」の定
義を示せば、表1となる。
表1．生物多様性条約における「生物の多様性」
の定義（抜粋）
既に、学習指導要領と教科書を手がかりにして、
日本の理科教育（生活科を含む小学校・中学校の
理科教科書、高等学校の理科総合B教科書）にお
ける「生物の多様性」の扱われ方の現状を明らか
にしている2・3）。また、アメリカとオーストリア
との前期中等教育における科学教育に関しても、
同様の手法において「生物の多様性」の扱われ方
の現状を明らかにしている4・5）。
本稿の目的は、これまで個別に明らかにしてき
た3国（アメリカ、オーストリア、日本）の前期
中等教育段階において、「生物の多様性」の扱わ
れ方を、比較検討することである。 具体的には、
示されている生物の数と種類、「生物の多様性」
に関して想定されている学習の内容と方法に注目
する。なお、本稿では、表1の生物多様性条約の
定義に従い、「生物の多様性」を「遺伝子・種・
生態系の多様性」の3つの側面から捉えて分析を
行う。
3国の国土・人口・生物多様性条約への批准状
況をまとめれば、表2となる。
表2． アメリカ、オーストリア、日本の国土・人
口・生物多様性条約への批准状況（2004年）
Ⅱ． 学習指導要領における　r生物の多様性」
3国のいわゆる学習指導要領7‾10）にあたるも
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のの概要を示せば、表3となる。 前期中等教育段
階が比較対象であるが、日本の前期中等教育段階
（中学校1～3学年）においては、既に明らかに
しているように3）、明確に「生物の多様性」が扱
われている箇所がないので、高等学校の「理科総
合B」も日本の検討対象に加えていく。 なお、「理
科総合B」は、「理科基礎」「理科総合A」ととも
に、この3科目から1科目は履修が義務づけられ
ており、いわば高等学校の低学年用準必修科目と
いえる。
なお、以後、中学校理科を「中理」、理科総合
Bを「理B」と略記する。
表3． アメリカ、オーストリア、日本のいわゆる学習指導要領の概要
3国の学習指導要領における「生物の多様性」Organisms)」、オーストリアは教科「生物・環境」
関連部分を示せば、表4となる。 なお、具体的にの「動物と植物(TiereundPnanzenノ」、日本は
は、アメリカはテーマ「生命科学」の「生物の多教科「理科」と、科目「理科総合B」の「多様な
様性と適応(DiversityandAdaptationsof生物と自然のつり合い」である。
表4.アメリカ・オーストリア・日本の学習指導要領-「生物の多様性」関連部分-(抜粋)
アメリカでは、 「生物の多様性(biodiversityま　　たはbiological diversity)」という表現はないが、
「種の多様性」に関する記述はある。 また、「数
百万種もの動物や植物、そして微生物が今日生き
ている」という表現があることからも、「種の多
様性」に関する内容の扱いを指示しているとみな
せる。つまり、「種の多様性」に関する指示はあ
るものの、「遺伝子・生態系の多様性」も含めた
「生物の多様性」に関する明確な指示はないとい
える。
オーストリアでは、まとまった形で「生物の多
様性」に関する内容を扱うことは指示されていな
いが、生徒からの身近さ、「生態系」との関連だ
けでなく、内容選択の視点として「生物の多様性」
を採っている。
日本（中理）では、「生物の多様性」という項
目が設定されていない。 ただし、「身近な」「いろ
いろな」（生物、動物、植物）という表現で、様
々な動植物を扱うことになっており、「種の多様
性」につながる言及が見出される程度である。
日本（理B）では、「遺伝子の多様性」に関す
る指示はないが、「多様な生物」「種々． の生態系」
という表現が使われており、「種の多様性」「生態
系の多様性」に関する内容の取り扱いを指示して
いるとみなせる。
3国を比較すると、アメリカと日本では、「種
の多様性」に関わる指示があり、オーストリアで
は、漠然とした「生物の多様性」に関する指示が
ある。つまり、3国とも「遺伝子・種・生態系の
多様性」を含めたまとまった形では、「生物の多
様性」を扱うことを指示しているわけではない。
Ⅱ．教科書における「生物の多様性」
前期中等教育段階における「生物の多様性」の
扱われ方を、示されている生物、想定されている
学習の内容、方法の順に比較検討する。 ただし、
日本の前期中等教育段階（中学校1～3学年）に
おいては、既に明らかにしているように3）、明確
に「生物の多様性」が扱われている箇所がないの
で、高等学校の「理科総合B」も日本の検討対象
に加えていく。
Ⅲ－1．検討責料
検討資料には、3国ともいわゆる学習指導要領
に準拠し、大手出版社から出されている新しい教
科書】1～20）を選んだ。選択した教科書の概要と、
「生物の多様性」の扱われ方を比較検討し得る広
義の検討範囲とを示せば、表5となる。
表5． 検討責料とした教科書の概要と「生物の多様性」の検討範囲
Ⅱ－2．示されている生物
表5に示した広義の検討範囲において、示され
ている生物を全て拾い出し、岩波生物学事典第4
版2りに従い、界、門、綱の分類を確定した。 た
だし、動物界・植物界以外の原核生物界・原生生
物界・菌界に属する生物は、数が非常に少なかっ
たため、微生物とみなすことにした。
なお、オーストリアの教科書には、総数2077
を数え、そのうち生物を示す索引が約2q％を占
める充実した索引があったため、これを検討対象
として採用した。
Ⅱ－2－1．数と種類
分類した結果を生物全体・動物・植物別等に集
計・図示し、主要な読みとりを事項的に記してい
く。
図1．国別、種類別の生物数
●総数は、オーストリア（399）＞日本（理B：334、
中理：261）＞アメリカ（209）の順である。
●種類の内訳は、3国とも動物＞植物≫微生物の
順である。
図2．国別、種類別の動物数
●総数は、オーストリア＞日本（理B＞中理）＞ア
メリカの順である。
●門の数は、アメリカ（7門）＆日本（中理：7門、
理B：6門）＞オーストリア（5門）の順である。
●種類の内訳は、3国とも脊索動物＞節足動物＞
その他の順である。
図3．国別、種類別の脊椎動物数
●総数は、オーストリア＞日本（理B＞中理）＞ア
メリカの順である。
●種類の内訳は、3国とも哺乳＞鳥＞その他の順
である。
図4．国別、種類別の植物数
●総数は、オーストリア＞日本（中理＞理B）＞ア
メリカの順である。
●門の数は、日本（理B：11門、中理：8門）＞オー
ストリア（7門）＞アメリカ（6門）の順である。
●種類の内訳は、3国とも被子植物が圧倒的に多
い。
図5．国別、種類別の被子植物数
●総数は、オーストリア＞日本（理B＞中理）＞ア
メリカの順である。
●種類の内訳は、3国とも双子葉植物＞単子葉植
物の順である。
図6.国別、種類別の微生物数、
●総数は、オーストリア＞日本（理B）＞アメリカ
＞日本（中理）の順である。
●オーストリアの菌界の数が、他の2回に比べて
多い。
図1～、6から、いずれの種類に関しても、示さ
れている生物の数はオーストリアが最も多いが、
種類の偏りは3国とも類似していることがわか
る。
Ⅱ－2－2．重なり
分類した具体的な生物の種類に関して、3国の
重なりを検討した。
アメリカ、オーストリア、日本（中理）におい
て共通していた生物の割合（総数722個中）は、
3国に共通：約2％、アメリカとオーストリア
に共通：約33％、アメリカと日本（中理）に共
通：約31％、オーストリアと日本（中理）に共
通：約18％、アメリカのみ：18％、オーストリ
アのみ：43％、日本（中理）のみ：25％である。
また、アメリカ、オーストリア、日本（理B）
において共通していた生物の割合（総数755個
中）は、3国に共通：約3％、アメリカとオー
ストリアに共通：約21％、アメリカと日本（理
B）に共通：約34％、オーストリアと日本（理
B）に共通：約36％、アメリカのみ：16％、オ
ーストリアのみ：37％、日本（理B）のみ：32
％である。いずれにしても、3国全てに共通して示されて
いる生物の数は、極めて少ないことがわかる。
Ⅱ－3；想定されている学習
Ⅲ－3－1．内容
日本の前期中等教育段階（中学校1～3学年）
においては、既に明らかにしているように3）、「生
物の多様性」が明確に扱われている箇所はないの
で、内容・方法については、高等学校「理科総合
B」を日本の検討対象に限定することになる。
表5において、3国の「生物の多様性」に関す
る広義の検討範囲を示したが、より具体的な狭義
の検討範囲を確定するために、更に、広義の検討
範囲における3国の内容構成を示せば、表6とな
る。
表6． アメリカ・オーストリア・日本の検討範囲（広義）における内容構成
アメリカでは、「Whatislife? (生命とは何か)」
における生物と無生物との区別や生物の分類に始
まり、「Resources(資源)」における自然資源の
利用や保護で終わる。 最終的な目的は、資源を念
頭においた自然との関わり方(利用)にあるとい
える。
オーストリアでは、「身近な生物」における生
物と無生物との区別に始まり、「生態学と生態
系」における自然保護の必要性、経済問題との
関連、実際に行われている活動の紹介で趣わる。
最終的な目的は、生態学を軸とした環境教育にあ
るといえる。
日本（理B）では、「自然の見方・探究の仕方」
における自然に対する総合的な見方や考え方を養
い、探究の進め方を体得するこに始まり、「課題
探究」における人間と地球環境との関わりについ
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て探究することで終わる。 最終的な目的は、観察
や実験を通して、自然に対する総合的な見方や考
え方を養うことにあるといえる。
3国を比較すると、最終的な目的は3国とも異
なっていること、アメリカとオーストリアでは、
「生物とは何か」に関する学習（生物と無生物と
の区別）から始まっていることがわかる。
なおこ日本の中学校理科では、1分野と2分野
に分かれているが、いずれも（1分野は物質やエ
ネルギーに関する、2分野は生物とそれを取り巻
く自然の）事物・現象に対する関心を高め、その
中に問題を兄いだし意欲的に探究する活動を通し
て、規則性を発見したり課題を解決したりする方
法を習得することに始まり、自然を総合的に見る
ことができるようにすることで終わる。 また、高
等学校生物I・Ⅱでは、細胞の機能と構造や増殖
に始まり、課題研究（生物についての発展的、継
続的な課題を設定し、観察、実験等を通して研究
を行い、生物学的に探究する方法や問題解決の能
力を身に付けさせる)で終わる。
表6に示したように、「生物の多様性」が扱わ
れていると判断できる箇所としては、アメリカに
は「多様性と適応」、日本には「生物の多様性と
共通性」があるので、これらを2国の狭義の検討
対象とする。 た. だし、オーストリ`ァには、「生物
の多様性」が扱われていると明確に判断できる単
元はないので、教科書全体を検討対象とする。 な
お、念のため、索引を確認したところ、アメリカ
と日本にはそれぞれ「biodiversity」「生物多様性」
が掲載されていたので、これらの索引の指示頁が
含まれる章節も、狭義の範囲に加えることにする。
狭義の検討範囲における「生物多様性」に関す
る学習内容の概要を示せば、表7となる。
表7． アメリカ・オーストリア・日本の教科書におけるr生物の多様性」に関する内容（概要）
アメリカでは、「生物の多様性」が用語として
扱われているが、具体的に説明されているのは「種
の多様性」に関してのみである。 「種・生態系の
多様性」＿．に関する内容があり、いわゆるその教師
用指導害における補足説明においては、「生物の
多様性には種内の多様性も含む。 種の変異を生じ
させる遺伝子の突然変異と有性生殖について生徒
に復習させなさい。」と明記されており、「遺伝
子の多様性」に触れる可能性も大きい。
オーストリアでは、「生物の多様性」が用語と
して扱われているわけではないが、「遺伝子・種
・生態系の多様性」のいずれに関する内容もある。
ただし、「種の多様性」「生態系の多様性」に関
する内容が多いのに対し、「遺伝子の多様性」に
関しては少ない。 また、教科書全体を通して生態
学の学習が非常に多く、それぞれの生態系に生息
する様々な生物も含めて触れている。
日本（理B）では、「生物の多様性」が用語と
して扱われているが、具体的な説明がなされてい
るわけではない。 「遺伝子・種・生態系の多様性」
それぞれに関する内容があるが、扱いに偏りがあ
る。具体的には、「種の多様性」「生態系の多様性」
に比べ「遺伝子の多様性」に関する内容が少ない。
3国を比較すると、アメリカと日本では「生物
の多様性」を一つの概念として扱っているが、オ
ーストリアではそうではないこと、3国に共通し
て扱われている内容は非常に少なく、3国ともr遺
伝子・種・生態系の多様性」に関する内容はある
ものの、質的、量的に大きな偏りがあることがわわりが非常に大きいといえる遺伝学・分類学・生
かる。態学・進化に関連する内容を、各教科書のいわゆ
なお、「遺伝子・種・生態系の多様性」との関る章節立てを基に示せば、表8となる。
表8．アメリカ・オーストリア・日本の遺伝学・分類学・生態学・進化に関連する内容（章節立て等）
遺伝学に関連する内容では、3国とも遺伝の法
則や遺伝子について学習する。 アメリカとオース
トリアではバイオテクノロジーにまで触れてい
る。なお、日本においてバイオテクノロジーを学
習するのは、高等学校の生物Ⅱである。
分類学に関連する内容では、3国とも「種」に
ついて学習する。 アメリカとオーストリアでは系
統的に（「種」以外の分類階級である界や科等に
ついて）学習するのに対し、日本では主に脊椎動
物と無脊椎動物、種子をつくる植物と種子をつく
らない植物を学習するのみである。 なお、アメリ
カとオーストリアでは、分類学を最初に学習する
が、日本において分類学を系統的に学習するのは、
高等学校の生物Ⅱである。
生態学に関連する内容では、物質循環や生物の
相互作用等、3国ともに共通している内容は多い。
ただし、オーストリアでは、扱っている生態学に
関連する内容の畳が圧倒的に多く、様々な生態系
について詳しく学習している。
進化に関連する内容では、3国とも地質年代を
基にした生命の歴史について学習する。 アメリカ
では絶滅にづいて、オーストリアでは人間の生物
学史について、日本では原始の生物から現在の生
物が出現するまでの流れについて詳しく触れてい
る。なお、進化論を首唱したダーウィン(Charles
RobertDarwin:1809-1882)を紹介している
のは、オーストリアのみである。
以上のことから、「遺伝子・種・生態系の多様
性」との関わりが非常に大きいといえる遺伝学・
分類学・生態学・進化に関連する内容において
も、3国には扱いに違いがあることがわかる。
Ⅲ－3－2．方法
教科書において設定されている活動の種類を示
せば、表9となる。 また、表5に示した広義の検
討範囲における活動の概要と有無を、「遺伝子・
種・生態系の多様性」に分けて示せば、表10と
なる。
表9． アメリカ・オーストリア・日本の教科書における活動の種類
表10．アメリカ・オーストリア・日本の教科書における「生物の多様性」に関する＿
活動（概要）と有無
アメリカでは、様々なタイプの活動が多数設け
られている。 大まかに分ければ、実験・観察のよ
うな活動には、「Activity(活動)」[MiniLAB(簡
単な実験)」「ExploreActivity(探求活動)」が、
練習問題や復習間頴を解く活動には、「Section
Wrap-up(節のまとめ)」「Review(復習)」「Skills
Review(技能の復習)」「ProblemSolving(問題
解決)」がある。 「遺伝子・種・生態系の多様性」
いずれに関する活動もあるが、「種の多様性」に
関する活動が最も多い。
オーストリアでは、アメリカと比べれば活動の
種類は少ない。 「遺伝子の多様性」に関する活動
はなく、「種の多様性」「生態系の多様性」に関
する活動が多い。 「Vorschlag(提案)」では、社
会問題と関連させて考えさせる問題も含まれてい
る。
日本(理B)では、オーストリアと同様に、ア
メリカと比べれば活動の種類は少ない。 「遺伝子
の多様性」に関する活動はなく、「生態系の多様
性」に関する活動は少なく、「種の多様性」に関
する活動が多い。
3国を比較すると、3国とも「種の多様性」「生
態系の多様性」に関する活動は比較的多い。 また、
分類する活動において、オーストリアと日本では、
生物のみを教材とするのに対し、アメリカでは、
無生物をも教材として扱い、分類する行為そのも
のを学習していることや、オーストリアと日本で
は、アメリカに比べ、実際に生物に触れる機会を
伴う活動が多いことといった違いもある。 つまり、
3国とも「種の多様性」に関する活動が最も多い
が、具体的に扱われている内容には、質的な違い
がある。
Ⅳ．おわりに
学習指導要領と教科書を手がかりに、アメリカ、
オーストリア、日本の前期中等教育段階（日本は
理科総合Bを含む）において、「生物の多様性」
がどのように扱われているのかを、示されている
生物の数・種類、想定されている学習の内容・方
法に注目して比較検討してきた。 なお、日本の軍
期中等教育段階においては、既に明らかにしてい
るように、明確に「生物の多様性」を扱っている
箇所がないので、後期中等教育段階にあたる高等
学校の「理科総合B」も加えて検討してきた。
いわゆる学習指導要領においては、3国とも「遺
伝子・種・生態系の多様性」を含めたまとまった
形で「生物の多様性」を扱うことを指示している
わけではなかった。
教科書においては、示されている生物は、いず
れの種類に関しても、数はオーストリアが最も多
いが、種類の偏りは3国とも類似しており、重な
りは極めて少なかった。 また、想定されている学
習内容は、3国に共通して扱われている内容は非
常に少なく、3国とも「遺伝子・種・生態系の多
様性」に関する内容があるものの、扱いに質的、
量的な偏りが大きかった。 更に、想定されている
学習方法は、3国とも「種の多様性」に関する活
動が最も多かったが、質的な違いがあった。
「生物多様性条約」が採択されてから10年余
りが経過した現在、教科書における「生物の多様
性」に関する扱いには、3国それぞれに工夫が見
られるといえるが、「遺伝子・種・生態系の多様
性」に分けて比較分析すれば、量的・質的な偏り
は大きいのが実態である。 先行研究において、日
本の「理科総合B」における「生物の多様性」の
扱いが過渡期にあることを既に明らかにしている
が3）、国際的にも同様のことがいえるのが現状の
ようである。 今後、「生物の多様性」の扱われ方
が大きく変化していく可能性を秘めている。
本研究からは、以下のような新たな課題を兄い
出している。
●環境（教育）先進国と評されている、諸外国の
後期中等教育段階における「生物の多様性」の扱
われ方を明らかにしたい。
●途上国支援の意義から、「生物の多様性」が失
われる可能性の大きな途上国に目を向け、教室や
教材等さえも十分でない現状下で、「生物の多様
性」がどのように取り扱われうるのかを明らかに
したい。
なお、本論文は、第53回日本理科教育学会中
国支部大会（平成16年12月11日、広島大学）
において口頭発表した内容に、加筆微調整を行っ
たものである。
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